
小児看護学演習Ⅱ

科目名
担当教員

(研究室番号)

否

否

科目
目的

到達
目標

回
授業
方法

１回
宮﨑
前田

講義

２回
宮﨑
前田

演習

３回
宮﨑
前田

演習

４回
宮﨑
前田

演習

５回
宮﨑
前田

講義

６回
宮﨑
前田

演習

７回
宮﨑
前田

演習

８回
宮﨑
前田

演習

９回
宮﨑
前田

講義

10回
宮﨑
前田

演習

11回
 宮﨑
 前田他

講義

12回
 宮﨑
 前田他

演習

13回
宮﨑
前田

講義

14回
宮﨑
前田

演習

15回
宮﨑
前田

演習

16回
宮﨑
前田

演習

17回
宮﨑
前田

講義

18回
宮﨑
前田

演習

科目
区分

専門科目
選択
区分

領域
必修

慢性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
②

慢性疾患をもつ子どもと家族について、情報の分類およびアセ
スメントについて検討する。

ハイリスク新生児の子どもと家族の看護
援助③

小児救急医療・看護の現状と課題および看護師が担う役割につ
いて理解を深める。本内容は、小児救急医療・看護を専門とす
る者を招聘する。

ハイリスク新生児の子どもと家族の看護
援助④

子どもの一次救命処置の内容（BLS）、二次救命処置の内容
（PALS）について理解を深め、看護師が担う役割について検討
する。本内容は、小児救急医療・看護を専門とする者を招聘す
る。

慢性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
③

慢性疾患をもつ子どもと家族について、情報のアセスメント、
抽出された問題について検討する。

慢性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
④

慢性疾患をもつ子どもと家族への具体的な看護援助について探
求する。

終末期にある子どもと家族の看護援助① 終末期にある子どもと家族に及ぼす影響や問題、その問題を軽
減・解決するための看護援助について概説する。

終末期にある子どもと家族の看護援助② 終末期にある子どもと家族について、情報の分類とアセスメン
トを行い、抽出された問題について検討する。

慢性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
①

慢性疾患が子どもと家族に及ぼす影響や問題、その問題を軽
減・解決するための看護援助について概説する。

手術を受ける子どもと家族の看護援助④ 手術を受ける子どもと家族への具体的な看護援助について探求
する。

ハイリスク新生児の子どもと家族の看護
援助①

ハイリスク新生児の特徴と看護援助、NICUにおける看護の特徴
について概説する。

ハイリスク新生児の子どもと家族の看護
援助②

生命の危機的状態で集中治療を受けている子どもと家族の特徴
と看護援助、人工呼吸器管理中の子どもへの看護援助について
探求する。

手術を受ける子どもと家族の看護援助① 手術を受ける子どもと家族に及ぼす影響や問題、その問題を軽
減・解決するための看護援助について概説する。

手術を受ける子どもと家族の看護援助② 手術を受ける子どもと家族について、情報の分類およびアセス
メントについて検討する。

手術を受ける子どもと家族の看護援助③ 手術を受ける子どもと家族について、情報のアセスメント、抽
出された問題について検討する。

急性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
②

急性疾患をもつ子どもと家族について、情報の分類およびアセ
スメントについて検討する。

急性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
③

急性疾患をもつ子どもと家族について、情報のアセスメント、
抽出された問題について検討する。

急性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
④

急性疾患をもつ子どもと家族への具体的な看護援助について探
求する。

健康問題をもつ子どもと家族のQOLを高めるための看護援助について実践的に探求する。

急性・慢性疾患をもつ子どもと家族の特徴とその看護援助について理解し、記述することができる。
手術を受ける子どもと家族の特徴とその看護援助について理解し、記述することができる。
ハイリスク新生児と家族の特徴とその看護援助について理解し、記述することができる。
重症心身障害児と家族の特徴とその看護援助について理解し、記述することができる。

適宜紹介する。

教科書

急性疾患をもつ子どもと家族の看護援助
①

急性疾患が子どもと家族に及ぼす影響や問題、その問題を軽
減・解決するための看護援助について概説する。

自己の研究課題に関連する文献（和文・英文）を積極的に講読し、活発な討論を期待する。

備考

特に指定しない。

科目等
履修生

遠隔授業

成績評価方法
(基準)

参考書等

小児看護学演習Ⅱ
Pediatric Nursing
Seminar Ⅱ

宮﨑つた子（207）
前田 貴彦（206）

教員への連絡方法
(メールアドレス)

受講者への
メッセージ

履修
年次

1年次
後期

学習項目 学習内容
主担当
教　員

レポート、課題についてのプレゼンテーション
レポート（40%）、プレゼンテーション（50%）、授業への取り組み姿勢（10%）

単位数
(時間)

3(45)
授業
形態

演習



小児看護学演習Ⅱ

回
授業
方法

学習項目 学習内容
主担当
教　員

19回
宮﨑
前田

演習

20回
 宮﨑
 前田他

演習

21回
宮﨑
前田

講義

22回
宮﨑
前田

演習

23回
宮﨑
前田

演習

重症心身障害児と家族の看護援助② 重症心身障害児と家族について、情報の分類とアセスメントを
行い、抽出された問題について検討する。

重症心身障害児と家族の看護援助③ 重症心身障害児と家族への具体的な看護援助について探求す
る。

終末期にある子どもと家族の看護援助③ 終末期にある子どもと家族の特徴、終末期にある子どもと家族
の現状や課題について理解を深める。

終末期にある子どもと家族の援助について、看護師の役割およ
び具体的な看護援助について探求する。本内容は、小児の終末
期看護経験者を招聘し講義を受ける。

終末期にある子どもと家族の看護援助④

重症心身障害児と家族の看護援助① 重症心身障害児と家族に及ぼす影響や問題、その問題を軽減・
解決するための看護援助について概説する。


